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ll 研』究一 自的

　乳児の栄養源は離乳を通して， 単山の乳汁食から色2

匂1味textu免のそれぞれ異 る多種類の食物からなう

いわゆる普通食に移行する。

　乳児には生後数カ月前後から唾液の増加，生歯などの

ほか，・固形食への準備ともみ5れる「ものを口に運ぶ，

しゃぶる，噸む」などの行動が現われはじめ秘乳犀の

食物が単に栄養を供給するだけのものであれば乳組成の

調整，或いはホモジナイ ズされた食品め栄肇的均衡のと

れた混合物によ，って「もその目的を達成することができる』

留麺，鰍即雌畷恥 輝顔ざす時灘乳愈
璽調理形緯乳・す1なわ、ち輝調さ2・穏ざ，．硬さなど町対す資

考慮倭ぞΦ栄養価考，味プ匂などに対すう考慮に共に重要

であると思われる。．

　．児がどの程度の硬さプ粗さの．ものを受容し得るかは消

化機能や脳神経糸の発達如荷と密接な関係にあるがll 他

方レ作用，1反作用糸停成立過程を考える時） 日常与えら

れる離乳食の調理形態そのもめが児の消化力∫1脳神経系

の発達，ひ恥では食物め受容能力に影響する可能性も充

分考えられるざ1ゴー

勿諦～ 児の受響解勿鑑婆木き奉個体葦尋あ1恥躍乳章

調理に当ってはそれに対する考慮が必要であるが♪適正

な離乳の実旋1には児り乗容能力⑫月令変化の大勢を把撰

しておくことも， また璽要である≧思われるo

　前報1）で酢郵犀り飲傘壇煤体、‘哺乳瓶吃匙・椀？．ヲヅ

プ等≧、，と食事の際礎母糧㊨憩度・少児食≧二して問題裸苓

れ勝ちな食晶の与え方な．どに関する月令変化を調べた結

1果を報告したが，ご本報では同ぞ対象にういて乳児が受容

1し得る食物の調理形態の月令変化について報告するも

皿 調 査』方法

児が食べるこ：とが出来るか．どうかにづいてたずねた。‘

手。 調奪俊対零≧シ零阜昂㊥稼類ζその調理形態．

1前報に調査吊紙蓼掲げだ魁離乳期参ら幼見期にかげ

畑輝編代轍飾曖瞳粉触品ξしズ 、

餓～輿遵・う賜舟ナ西晦、 購果蝉ζ
斐下べ参， 青菜♪胡凪，勢んご¢》4種乏蛋臼悔食昂とし、

ぎ魯培、テーズぞ 煮豆（いんザん）ガ納豆， 肉， 1ウインナrc

獅㌣系 ハム卯種齢輝ぴヂ そ禅襖？ヤ’刃
献らかさ，細添ざなどの異なる調理法をあげ，それを乳

．2．対象児
　　　　　　　　． Fコ1『・・11∵　、

『一
　　 　　　　　　　　㌧1

前報1） と同じ・賜生後励月乃至滅迄の乳幼皐
，で2次のA， β2群に分けたo．r

・、A群…愛育研究所保健指導部で指導を受けて吟う乳幼卑

　　　897名 一て、語　』・』、，．

、B群・二・騨外の鋤児（鯨都継び郷郷轡奈
　　　川，滋賀2その他の府県に在住）655名
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計工552名である。月令別分布は前報1）に示した。 　一部は研究員，栄養士2保母，学生轟こよる聞きとり2

一部は母親による調査表記入により資料を採集した。

3．調査法

皿　調査結果及び考察

1．月令別経験食晶

　各食品について「与えられたことのある」者の比率を

月令別に示したのが第1表である。

　1）澱粉性食品

　澱粉性食品の中ンパン，米かゆ，芋は既に5カ月の時

点で大部分の乳児が与えられている（78～91％）。パナナ

及びうどんは，これらより遙かに低率で両者とも40％で

あったが7カ月ではパン2米がゆン芋とほぽ同程度にな

った。これら激粉性食品を大部分の乳児が与えられるよ

うになるのは大体8カ月である。

　A，B両群を比較すると例外なくA群の方の此率が高

い。これは主として愛育研究所における離乳指導による

ものであろう。殊に両群の差の著しいのはパナナの与え

方で2B群でに5カ月児の経験比率が34％であるのに対

し2A群46％プまたA群では9カ月に100％に達するの

に対し，B群で100％に達するのは1歳4カ月すぎであ

る。このようにB群でバナナ供与がA群に比べておそい

のは，バナナは下痢や赤痢の原因になり易い危険な食品

であるという旧来の考え方が一般に滲透しているせいで

はあるまいか。土井等はバナナつぶしを4カ月児に与

えン便に何らの悪影響のないこと2）乳児の受容度が極め

て高かったこと3）を観察しているoバナナはその選択の

仕方2取扱い方に注意すれば離乳食の一部としてンその

範囲を拡げるのに役立つように思われる。

　2）野菜。果実類

　今回とりあげた野菜の中で人参は5カ月で既に75％の

乳児が与えられており9カ月でほぽ100％に達する。青

菜はややおくれ，5カ月で55％，100％に達するのは

12カ月になる。胡瓜を与えられた経験をもつ者は5カ月

で6％にすぎず，1年すぎに90％を越すがア2歳になっ

てもまだ100％には達しないo

　りんごは5カ月で既に90％を越えてお窮離乳食とし

て早くから用いられていることが伺われる。

Bea1‘）は果実， 野菜を無理なく摂取できる月令をそれ

ぞれ3ア4カ月と報告しているがン傾向はこれと類似す

るo

人参が青菜より早くから与えられる傾向のあるのは，

第1表　月令別経験食品（与えられた経験のある者の比率　％）

5 カ　月 1
6カ月

1
7　カ　月 8　カ　月 9　カ　月 10　カ

ABl平均IAIBI平均IA BI平均IAIBl平均IAIBI平均 AIB
澱か　 ゆ88，268．178，291、4？7」84，394，479。486、998．491．294．898。089．293．698．4100．0
粉ノ｛ ン98・383・090・798・372・685．593し892，793．3100，094．997．5100．0100．0100．OIOO．094．7

性う・どん51・43痴042・777・463・470・489・181，285．298．393．295．8100．OIOO．OIOO．098．494．6
食 芋　92，963。878．49載2・80．589．498．284．191。2100．098．399．297．094．695．896．897．4
品バナナ45．534，・39，882．・56．・69．・96．279．788．・96．69、．594．1、。。．。83．891．9、。。．。89．5

野菜

人　　　参 88．5 6L7 75．1 98．3 85．7 92．0100．0 94．2 97．1 98．3 94．9 96．6100．0 91，995．9 10D．0 100．0

● 青　　　菜 63．4 46．8 55．1 84．0 73．8 78．9 94．0 84．1 89．1 98．3 91．4 94．9 94．0 83，888．9 100．0 94．9
果実

生　胡　瓜 10．0 2．1 6．1 28．9 12．2 20．6 46．5 14．7 30．6 60．8 33．3 47．1 74．0 37，855．9 91．8 44．7
類 り　ん　ご 9822

83．0 90．6 98．3 84．5 9工．4 98．2 89．9 94．1100．0 93．2 96．6100．0 97，398．7 100．0 97．4

　　魚
　チ　ー　ズ蛋
白煮　　’豆

性納　　豆
　　 肉
食r

　ノ、　　　ム
贔
　ウインナー
　ソーセージ

55置0　23．4

30，3　12．8

23．3　2．1

3．3　2．1

17．9　01

7，1　2．1

39．2

21．6

12．7

2．7

i9．0

4．6

78・457・167・896・382・689，5100．093．296．6100．097．398．7100．09乳4

58・829・844・376・657，967，396，664．980．698．062．180．1100．081．6

26・28・417・330・216，423、354．232、843．557．433，345．469．439．5

エ6・2－6・01L214・016・515，344，73L638．263．0 36．149．666．040．5
37・020・328・735・434・735，159，650，955．388．952．8701994．871．エ

6・88・37・64・89．06．917。810．514．226．330，628．538．618，4

3・60 LO9・54・87・27・37・67・51L13，57．329．38．619．025，029．7
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人参の高いカロチン含量に対する認識と，青菜ほど繊維

が目立たないことによるものと思われる。また青菜も他

の食晶に比べ，かな珍早くから用いられているのはカロ

チン，ビタミンCおよぴβ2源として巫要視されているか

らであろう。

　離乳食としての胡瓜の利用が少ないのぱ前二者に比べ1

てカロチン含鍛が著しく少ないことジ胡瓜特有の臭いが

児に喜ばれなめこ と，或ヤ・は瓜類は下痢を起させ易いと

ヤ’う世融どによ鄭勉鮎趣》’・碕し武藤ら争）

甦後3グ・・力朋で描ろ瑚瓜牲ま隆は加鰍た，
もめ鞭に特別の変健卑蔚こと準験してヤ’るr．

胡瓜ほ現在，四季を通して出まわっており，肉質がやわ

うかで， 調理法も簡単で勢り，生食，加熱何れにも適し

ている。離乳食に変化を与える材料としても．っと利用さ

劃ても季齢よ う「に墨需》れる。　、

　りんごがビタミンC含塁が少ないにも拘らず早くから

広ぐか「ら用いられるのは風味がよくア衛生的にも安金で

め窮まな消化器に対すう刺激もやわらかで，かっペク

チンなどによると思われる整腸作用が認められている6〉

などによるものと思われるo　r』

　野菜1、果実の場合もA，．B群を比較すると♪常にA群

の方が離乳初期における経験度が高くンまた100％に達

する月令が2飼3カ月早い。

　3）蛋白性食品

　蛋臼性食品としてあげた7種類の食品に対する月令別

経験程度は第1表に示した。

　本食品群ρ中では魚の供与漢最も早くはじまり，その

繹験は5力旦で39％，100％に逮するのはA群で8カ月，

B群で1エカ月であるo

』チーズの経験度は 5カ月で22％♪・・A群辱は10カ 月で

100％ば達しみ一B群でほ16カ月頃に10b％近くなった。

　煮豆と納豆は5’カ月でそれぞれ12．7％および2．7％，9

ダ10カ月で両者と も50％前後となるが，その後納豆はあ

ま沙半昇せず，、』2歳で約釦％．煮享り経験摩は2歳で90

％と摩つ絹

肉は5ヵ月で9嘩即経騨聯っ勲斗・9 即カ
月r

なると70～80％に上昇b　A群は12カ月で，B群は

1年4カ月で100％’に連しオいる。、．

　これに対しン ハム，ソ「雪「身は7 28・カ月導は10％

以下に とどま窮その後障急上昇しμ6カ月頃に90％を

越える。肉と約3カ月の開きがみられる。

』これら蛋白性食品の中デチ」ズ，1・煮豆， 納豆，肉につ

いてA，l　B群を員5べると∫ A群は常にB群より高い経験

率を示し夕離乳の開始あるいは進行の早いことを伺わせ

るo

　蛋白性食品の中でジ魚が比較的早くから与えられたの

は麻りも食噸，い警輝しやすいことが考えちれ
るo

　’今回の調査では煮豆の種類を限定しなかったが～武藤

ら6）はうずら豆を煮てづぶしたものを3－11カ月児に与

月 11 カ、 月 12
カ 月 1才功月ツ3カ月 1才4カ月～6カ月 工才7カ．月～9カ月 ユ才10カ月 ～2才

、平均 A B 平均 A B 平均 A B 1平均 A B 平均 A B 平均 A 1B 平均
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第2表現在食べてる澱粉性食品の調理形態

5　カ　月 6　カ　月 7　カ　月 8　カ　月 9　カ　月 10　カ

A B 平均 A B 平均 A B 平均 A B 平均 A B 平均 A B

飯

か　　　ゆ

かけ御飯

　　飯

90．5

．4

．1

90．6
．3

．1

90．6
．4

．1

82．7
．8

11，5

85．9
．3

r8

84．3
．1

．7

68．6
．8

1．6

75．9
．4

6．7

72．3
．6

9．2

67．8

0．2

2．0

62．7

37．3

65．3
．1

9．7

41．7

2．5

5．8

57．5
．1

6．4

49．6
．3

1．1

27．4

2．9

9．7

50．0
．6

7．4

パ　　ン

パンがゆ
ルクに

　　渓す
りまま

一スト

75．9

7．2

．2

．7

6工．5

8．2

．7

．6

68．7

2．7

．5

．2

54．5

0．0

．1

5．4

40．6

8．2

3．6

16

47．6

9．6

1．4

1．5

25．9

9．6

6．7

7．8

29．7

2．7

4．1

3．5

27．8

1．2

5．4

5．7

21．3

6．4

．2

4．1

23．2

9．6

1．5

5．7

22．3

8．0

4．9

4．9

4．2

．3

．2

3．3

11．4

7．2

8．6

2．8

7．8

2．8

6．4

3．工

1．6

．8

9．0

4．6

11．1

1．1

7．8

0．0

芋

つぶして
るめる

　ぶ　す

のまま

64．7

L4

3，9
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3．3

．7
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2．4

．3

43．6

6．4

45，544．6
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5．3
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7．0
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3．3

8．1

3．2

8．7

うどん
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ちぎる

のまま
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97．4
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．8
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3．8
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6．4
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5．1

77，575．7

2，524．3
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71．4

8．6
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のまま

25．0

7．9

7．1

40．0

0．0

0

32．5　4．4

4，084．5

　　8。9

，6　2．2

10．9

1．7

．2

5．2

7．7　2．0

8』186．0

．6　4，0

．7　8．0

7．4　4，7

5，670．8

1．1　7．6

5，917．0

1．8

0．7

7．9

9．6

9．5

7．3

．5

5．8

5．6

4．0

2．7

7．7

2．0

4．7

0．4

2．9

6．5

9．4

9．4

4．7

4．3

7．1

9．9

8．8

027．926．245．9 020．617．661．8

え・ 使回数が多少増加したことを認めている。

　納豆の与えはじめの月令は正木7）ン佐野R）らによると

8－12カ月であるが，本対象ではその間に経験度が40％

iから60％に上昇している。納豆は納豆菌による大豆蛋白

i質の分解がある程度進んだ製品であ窮 離乳期乳児によ

く受容誉病，便にも特別の影響はなく9）， 家た糞便中に

現れる納豆細胞内め蛋白質，脂肪，糖質なども時と共に

i次第に稀簿化し，11カ月頃には殆んど中空になり，納豆

：に対すう消化力の増強されるのが向われゆ，納豆を与え

iられた乳児の窒索代謝面からみても11），雌乳食の蛋白質

源の一つとしてすすめられる様に思う。

　ハムやジーセージはその製造過程に用ヤ・られる各極香

：辛料，殊にソーセージは混合される材料の多様性から，

1必ずしも離乳食としてすすめられていなヤ・が2ソーセ7

ジには乳児の手に持ちやすい形，食苓やすい口当りの製

i品があ喬ためジその利用が助艮きれるφであろう。

2。　現在・1 与えられている各食品の調珪形態

　同一食昴でも課理の寿法如何によりそρ食揖やすさ，

消化性奉どに木華が生ずるこ．とは自開のことであリプ離

乳食として殊iヒ，この点について考慮することは重要で

ある。

　各月令児の現在与えられている食贔の調理形態を，第

2夕　3，　4表に示した。

　1）澱粉性食品

　飯…5カ月では大部分の乳児（91％）は「かゆ」の形

で与えられているが2「御飯そのまま」食べている者も

5％みられた。9カ月で「かゆ」と「御飯」の比率が約

半々ずつ， 1歳でr御飯」が87％，1歳半で95％1こなる。

「御飯に汁をかけて」食べている者が全期間を通じて数

％であるが，みられたo

　パン…5カ月では「パンがゆ」の形で与えられている

者が69％「ミルクに浸す」者23％「その家ま，またはト

ースト」の形も僅かにみられた。しかし7カ月になると

「そめままンまたはトースト」が40％を越え，その後も

増加し79カ月には90％に逮するo

　B群には1歳過ぎても「バンがゆ」や「ミルクに浸

す」軟らかい状態で与えられている者が5％前後みられ

た。これは乳児の受容能力よりもむしろ生活環境や育児

法が関係ずるのではないだろうか。

　芋…5カ月では「つぶして更にゆるめる」状態で与え

られている者が62％「つぶす」だけの者32％，　「そのま

ま」の者も数％みられるQその後第三者が増加しン9カ

月で37％，1歳で62％になる。2歳になっても「つぶし

一84一
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て」食べている者が10％みられた。

　うどん…1歳迄は経験対象児の％の者は「ちぎる零た

は切る」状態で与えられていう。r一「そのまま」で食べら

れる様になるのは1歳6カ月過ぎでも％程度であった。

　丁ちぎるまたは切って」、与える場合2その長さをみる

と，5［8カ月頃では大部分が L皿以下〆9カ月になる

と約半数が3一駄m・ その後は大部分の者がこの長さの

所に集中する。

　バナナー甲5カ月では対象児の％が「つぶす」程度で与

えられているが「そのまま」の者も4％みられた。4歳．
になると「そのまま」で与えられる者が80％，1歳半過

ぎには90％に逮すう。’

・2） 野菊果実類

　人参…5カ月では「生で即す」「煮てす以つぶす」状

態で与えられている者が全体り35％，「匙，フォークで

？ぶす」だけの者ン54％みられたo「軟らか煮その象ま」

は5カ月の2％に始まり2・1歳で76％，．2齢で92％に達

する。

　「卸すまたはンすりつぶす」はB群に多く、，「軟らか

煮そのまま」はA群に多かった。

　青菜…5カ月では大部分ゆ者は「すりつぶし」ま準は

「みじん切り」の状態で与えられ，6ゲ7カ月になると

「小さく切って」与えられる者が20％に増えるが♪10カ

月迄夕 大部分の者は 「みじん切り求た峠小さ≦切る」 、状

態であるo「大人のものそのまま」食べられるの1本匙歳

で30％ニュ歳半で44％身．2歳になっても62％理靡であっ

た。、ぜ、｝1 〕I 』』、5　k　 ．　 　r　 ．ンニ　’1ママ〔

、胡瓜ア8ヵ月頃迄は約％の者獄生で「お登し琴」与え

ら晒てゼる。‘「うす切P」を食べられるタう年な尋の1ま

1歳で54％，・． 2歳で71％になる。

貼“・ 7朋迄は「おろし」が圧脚的に多蹴（q8

－37％＞、9カ月壱こなると「おう7す7」力尋44％♪．「うす・切穿」

22％，一 四ッまたは六ッ割り」28％と，食形態の幅年か

なLりρ個人差が現われる。その後は第三者り比率瀞上昇

し，、．1歳で56％，1歳半で80％弱，・』 2歳で約9P％に逮す

るo

　寧群には1歳過ぎても「おろし」カ㍉；0％前鋒遜られ

た6

・、3）1・り蛋自性食品；rl．、、

　魚…5カ月では90％の者が煮て「すりつぶし劇ヒ書訓零

ぐす」状態で与えられているが2 7ヵ月に獄る、と、取まぐ

す」が70％前後になるo

　gカ月では・「そのまま」で食べら栖る者 だ25％遜今
れン 1歳半で40％程度になるoしか しア2歳膨な』っても

一8す一
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第3表現在食べている野菜，果実の調理形態

5　カ　月 6　カ　月 7　カ　月 8　カ　月 9　カ　月 10　カ

AIBl平均IAIBl平均IAIBI平均IAIBl平均 AIBI平均IAIB
　すりつぶす

人お　ろ　す

　刻　　　む

　匙・フオー
参クでつぶす
　軟らか煮
　　そのまま

15．9　17．2　16，6　12．1　16。7　14．4　11．1　29．2　20，2

13．6－24，1　18．8　12．1　 26．4　19．3　　3．7　15．4　　9，5

9．1　6，9　8．0　 1．7　11．1　6．4　 1．9　10．8　6．3

1．7　12．7　　7．2　　0　　　17．6　　8．8

3．4　16．4　　9．9　　4．0　14．7　　9．4

3．4　18．2　10．8　　4．0　11．8　　7．9

1，610．3

3，2　5．1

1，6　7．7

56．9　51，8　54．3　62．0　37．5　49．8　57．4　30．8　44，1　47．4　23．6　35．5　36．0　11．8　23．9　22，6　25．6

4，5　　0　　　2．3　12．1　　8．3　10．2　25．9：13，8　19．9　44壁1　29．1　36．6　56．0　44．1　50．0　71．0　51．3

膏

菜

ナリつぶす

みじん切堕

小さく切る

大人のもの
　そのまま

38．5　59．1　48．8　26．8　37．1　32． 0　19・1　22．4　20．8　　8．6　22．6　15．6　　6・4　19，4　12，9　 5．0　　5．4

50．0　40．9　45．5　48．8　53．2　5L　O　55，4　57．0　56．2　37．9　37．8　37．9　38，3　48，4　43，4　38．3　40，5

1工．5　0　　 5．822，0　8．1　15．1　25，5　17．2　21．441．430．235，838，3　16，1　27．2　33』3　46．0

0　　　0　　　0　　　2．4　　1．6　　2．0　　0　　　3．4　　1．7　12．1　　9．4　10．8　17．0　16．1　16．6　23．4　　8．1

胡

瓜

り

ん

ご

お　ろ す

胡瓜もみ
うす切り

そのまま

お　ろ　す

うす切り

4ッ又は
　6ッ割り

丸かじり

皮つ　き

96．4100．0

0　　0

マli灘ll！ii　ili；i1難；割：ii　i／li：ilii　il

　　　　　　　　　　91，688．285．398．2　91，5　91．6

0　　　　5．1　　5．6 5，4　　5．9　　4．9

86．8　62．3　74．0　68．2　30．0　57．1　43，6　36．7　46．0

5．4　18．0　1．9　10．032．011．42工．7　16．7　8．1

3．6　　0　　　1．8　　3．4　　2．8　　3．1　　5．9　 9．8　　7．9　16．4　22．2　19．3　34．0　22，9　28・5　41．6　37． 8

0　　　0　　　0　　　0　　　 0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　3．3　　1．9　　2．6　　4．0　　8．6　　6，3　　5．0　　8．1

0　　　7．7　　3．9　　0　　　1．4　　0．7　　0　　　8，2　　4．1　　0　　　5．6　　2．8　　0　　　5．7　　2，9　　0　　　2．7

半数の者は「ほぐして小さく」しないと食べる箏が出来

ないo
　「とろみをつけて」与えられている者はA群で8カ月

迄10％弱みられたが，B群では殆んどみられ，なかった。

　チーズ…5～6カ月頃では大部分が「粉チーズ」また

は「おろす」などの細粒で与えられているQ7～8カ月

になるとこれらの調理形態は減少し，「薄切りそのまま」

や「棒チーズ」などの形ある状態で食べている者が40～

48％みられ，9ヵ月で80％に逮しア1歳では90％近くに

なるo
　尚ン1歳半過ぎても「粉チーズ」や「砕く」状態で食

べている者が5－10％みられたが，これには形態より嗜

好性が関係しているのかも知れない。

　煮豆…7カ月では「つぶしてゆるめる」または「半つ

ぶし」の状態で与えられている者が約半々ずつ，「その

まま」の形で食べられる者は1歳で55％2歳で96％に

達する。

　全期閲を通してA群では10～21％，B群11－67％の者

が市販品を使用してお窮各月令ともB群にその比率が

高い。市販品は製造年月日やその後の保存条件，添加物

の種類や量など12）の問題をはらみ，これらを考え含わせ

ると乳児に安易に用いる箏に疑問が残る。

　納豆…8卑月以前に納豆を与えられた者は「すりつぶ

す」象たは「刻む」状態が多く，それぞれ半数ずつ，8

～9カ月になると「刻む」者が多6，10カ月では「そのま

ま」で食べられる者が37％，1歳で約半数になる。

　1歳過ぎても「刻んで」食べている者が％～％程みら

れ，「そのまま」食べられる者は2歳になっても80％に

満たない。

　納豆を加熱して与える者は，8カ月で約％一％，1年

で10％位になる。

　肉…7カ月で肉を与えられている者の80％は「すりつ

ぶし」と「挽肉」状態である。9カ月セは「すりつぶ

し」は急速に減少し，「挽肉，肉団子7刻む」で87％を

占める。

　一方「薄切りそのまま」が9カ月以後少しずつ増加

し，1歳で約％，2歳で過半数がこの形となるo

　ウインナーソーセージ…6－7カ月頃までは「表皮を

むいて」与える者が多いが（約％），その後は「そのま

ま」がふえ21歳で68％　2歳で76％になる。

　与える際に「加熱」して与える者は50％前後であっ

たo
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、0

3．6

1．4

5．7

88．8

．2

6．8

　　　「
　ハム…7カ月迄曝全員「刻々で』与零ら麹ているが，

1歳では「刻む」≒「薄嗣りそφまま」が半々になり，

2歳迄には大蔀分の者が「そのまま」で食ぺられる様に

なるo
　 「加熱」する者はγ金期間を通して40％前後であっ

た6

　離乳期乳児が摂取して魁る食物の調理形態び月令と共

に次第に変化することは上記の通りである。．何れも食べ1

て易さ2のみ込み易．ざの変化であるが， 食べやすさの性

質は食物の種類によって異なる。また月令の蕃い5，6

カ月時に比較的硬いものン例えば米飯，パンそのままな

どが与えられている場合は，その分量が極めて少ないと

レ・う事が考えられるo

　 バナナの様にもともとα澱粉から出来て恥るものは別

としてン澱粉性食品は何れも加熱により窃化し7その上

適度の水分を含ませて与える。米がゆ，パンがゆの水分

量は大体80％程度，鱗パンになるとそれぞれ65％35

％となる。芋の水分含有率は80％前後であるが，』r食べに

くそうな場合は乳またほ水でゆるめて与えられている。

ペン7う、どんはそ璽キー摩粉化した材料φ製吊マあるか

ち，それ窪け漬粥性瀞塔』てい多と考えら塵よう。1

　澱粉性食品はその糊化現象によって口当りがなめらか

になることが2その食べやすさの一要因と思われるがン

納豆の場合は蛋白質の分解や塘の縮合によって生ずる粘

一性物質が食べやすさを助げ，チーズの場合は蛋白質熱成

の間に生ずる独特め粘りが口当りになめらかさを与える

のであろうo． 1、』、、lr ’．』ゴ 』r

　またプ同じ野菜でも青菜類より人参や大根が食べやす

いのは繊維の硬軟が関係していると思われる。同じ水分

含量で調理しても，切り身に比べると挽肉やほぐし魚が

食べやすいのは繊維の長さによるものであろう。

　この様に食物の匂や味の他に，摂取機能の未発逮な乳

児にとって食物の受容性（即ち，食べ易さ，のみ込み易

さ）の難易は食物の水分含量，口当りのなめらかさ， 繊

維の硬軟や長さなどによって左右ざれる様に思われる。．・

　今回は各月令で摂取されている食物め種類およびその

調理形態把握にとどまったが，r 乳食の調理形態とそφ

受容性との関係については更に客観的な資料を積上げて

行く必要がある様に思う。
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第4衷現在食べている蛋白性食品の調理形態

5　カ月 6　カ．月 7　カ 月 8　カ　月 9　カ月

A

煮すり つぶす

　とろみを
　　つける

魚ほぐす
　そのまま

42．9

9．5

47．6
0

1司勅’IA
45．5

0

45，5

9．0

44，2　38壁5

4，8　7．7
4載61538
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　粉チーズチ

　おろ㌧す
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1雛撫
20．0　・0　　　1010
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3，9　 7．7　 1．8　14．8r3．4　　0　　　 1．7　　0　　　0　　　0

61，367．370．1　68．781．389．085．274．058．366．2

・3．2　9．6　15．812．710．2 5．5　7．924．027．825．9

’33．4　14，3　35，0　24，7．15，8　29．8　22．8　　2．O　r17．4

26．8　22．9　10．O　I6．5－12．3　21．6　17．0　12．8　　0

9．7

6．4

20．628，6　7，5 18．1　17』5　8．1　12．812．8　4．3　8．6
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10　カ

煮

豆
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　ゆるめる

半つ・ぶし

そのま 象

市販 品

50．0　　0　　　25．0　33，3

50．0100，0　75．0　66，7
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16．7　 0　　 8．4　11，1

納すりつぶす0
　刻　　む　0
　そのまま　 0

皿加熱する　0
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0　　0　33．3
0　　0　　0

0　　0　16，7

50，0

50．0
0

3鼻．3

50．0

50．0
0
0

A　　B

0　　2．61

0　　0

62，957．9

37．139．5

8，323．4
8，3． 3，3

8．3　13，3：

46．8　20，0

28．3　40，α

41．7　4L7　45，5　43，6　26．9　36．8　31。9　　3。7　25，0　14．4　11、8　　7，1i

58・3　58．3 54．5！56．4　61．6　42．1　51．9　70．4　41．7　56．1　55．8　7L5

・0　　　0　　　0　　　0　　　11．5　2ユ．1　16．3　25．9　33．3　29．6　32．4　21．4

22。2　　0　　　18．2　　9．1　11．5　10．5　11．0　11．1　16．7　13，9　20，6　28．6、

58・460・045・552・823・83L327・610・723・116・920・728・6

41．740，054，547，361．962．462．271．461．566．555．221．41

0　　0　　0　　0　　14壁3　6壁3　10。3　17．9　15．4　16，7　24．1　50．0

8．4　20．0　27．2　23，6142，8　25，0　33．9　28．6　　7．7　18。2　27，6　14．3・

すりつぶし 40．0 0 20．0 62，437，449．9 47．0 25．0 36．0 29．0 25．0 27．0 12．8 5．3 9．1 7．3 7．4

挽肉・
　そぼろ 60．0 0 30．0 25，031．2 28．1 41．2 45．9 43．6 38．7 53．5 46．1 46．1 57．8 52．0 32．7 44．5

肉
肉 団　子 0 0 0 6．3 6．3 6．3 0 8．3 4．2 9．7 0 4．9 10．3 5．3 7．8 20．0 11．1
刻一 む 0 0 0 6．3 18．8 12．6 5．9 20．8 13．4 19．4 17．9 18．7 23．1 31．6 27．4 25．5 29．6
簿切り　そのまま・

0 0 0 0 6．3 3．2 5．9 0 3．0 3．2 3．6 3．4 7．7 0 3．9 14．5 7．4

ワ

多皮をむく
ナ

ジそのまま
ロ

↑加熱する
ジ

0　　0
0
、　0

0　　0

0　 100．0　66．7　83．4　50．0　80，0　65．0　80．0　　0　　　40．0　60．0　33．3　46．7　36．4　40．0

0　　　0・　　33．3　16，7　50，0　20，0　35．0　20．0100．0　60．0　40，0　66．7　53，4　63，6　60．0

・・1・α・5砿・5α・4軌・4包・8軌・・4α・5α・16頓75＆43危46軌・

！、

ム

亥咀　　　　　む100，0100．0100．0100．0100．OIOO．0100．0100．0100．0　75．0　60．0　67．5　44．4

そのまま　0　0　0　0　0　0　0　0　0　25．040．032．555．6
加熱する　0、　0　0、100．050．075．00　33．316，737．533．335．433．3

72．7　58．6　86．7　71．4

27，341，513．328．6

18，2　25，8　20．0　57．1

IV結

、東京およぴ東京近郊に住み，当保鍵指導部で指導を受

けている5カ月一2歳迄の乳幼児，897名（A群と呼称）

と保健指導部以外（東京およぴ東京都下，埼玉，神奈

川ン、滋賀2、での他の府県在住）の655名（B群と呼称）ア

合計1552名につき2 日常使われる代表的な食品16種（飯，

パン，芋，うどん，バナナ2人参，青菜ア胡瓜，りん

ご，魚，チーズ，煮豆，納豆夕肉7ウインナーソーセー

論

ジ，ハム）を選ぴ，それぞれについて軟らかさ，細かさ

などの異なる調理法をあげン現在食べている調理形態に

ついて調べたo

1．月令別経験食晶

上記食最についてA，B群の平均依でみると身対象児

の90％以．ヒの者が「与えられる」月令は澱粉性食贔につ
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内藤他：一離乳期に於ける乳及ぴ離乳食に関ずる研究
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18．4

1．7

3．3

17．8

2．2

6．0

28．6

1．4

0．O

23．2

6．8

8．0

12．5

7．5

5．0

　0

00．0

5・7

6．3

3．8

5．4

いてはパン，5カ月7芋ン7カ月，かゆ。うどん・バナ

ナァ8カ月であったo

　野菜ン果実類では人参，6カ月，青菜ア8わ月ア胡

瓜，1歳過ぎ，りんご，5カ月であった。

　蛋臼性食品ではチーズン10カ月ン魚，9カ月，煮豆，

1歳10カ月，肉ン11カ月ンウインナーソーセージ・ハ

ム，1歳4カ月夕納豆は2歳になっても与えられた経験

のある者は80％に満たなかったQ

　これらの食品の中で，特にA，B群の与え方に明らか

な相異のみられたものは，バナナ♪胡瓜，チーズ，煮

豆，納豆ン魚であったo

2。調理形態

　A，B群間の平均値でみると，下記の様になる。

　1）澱粉性食贔

　御飯，バン，うどん，芋，バナナをそのまま食べられ

るのは，8カ月でそれぞれ30，59，15，19，28％， 1歳

で87，88，37身62，80％であった。

　2）　野菜，果実類

　人参，背菜，胡瓜，りんごをそのまま食べられるのは
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8カ月で37・11217，19％1歳で篇30，25，56％で
拳った。

　3）蛋白性食品

　煮魚ンチ」ズ，煮豆，納豆，肉，ウインナーソーセ』

鉱ノ・聴そのまま食べ旅るのは，8カ月で8，48，
サ

16・10・3芝60233％・1歳で50・89・ 55・44・192

略56％であった。
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